
 

 

 

                                        

 

 

                                

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波市教育委員会 

  
本年４月 18日、全国の小学 6年生と中学 3年生を対象に、全国学力・学

習状況調査が実施されました。この調査の目的は、児童生徒の学力・学習状
況を分析し、学習意欲を高め、学習内容の定着を図っていくことにあります。 
丹波市では、学校が児童生徒にとって安心できる居場所となるために、一

人ひとりが「わかった」「できた」と実感できる授業や、すべての児童生徒が
学習に主体的に取り組み、友だちと協働しながら活躍できる授業を展開する
必要があると考えています。そのためには、教職員が児童生徒の学習の達成
状況を的確に把握し、一人ひとりのよさや可能性を伸ばし、活かすことが必
要になります。この調査結果をその機会の一つであるととらえ、本調査結果
を踏まえた指導の改善・充実に取り組んでいきます。 



  

  

学習や娯楽など、家庭での過ごし方について、目的に応じた計画を立てたり、家
庭ルールを作ったりすることが大切です。計画を振り返ることでより成長します。 

（％） （％） 

「家で自分で計画を立てて勉強をしている（学校の授業の予習や復習を含む）」 
児童生徒の各教科の平均正答率は高い。 

 
小学校 中学校 

児童生徒質問紙調査（丹波市）より 

①規則正しい生活を心がけましょう。 

家庭・地域・学校で学力を育む７つの提案！ 

「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」児童生徒の各教科の平均正答率は高い。 

小学校 中学校 

規則正しい生活ができるようにしましょう。睡眠や食事を、ほぼ毎日同じリズム
で生活することが、学習習慣にも好影響がみられます。 

「毎日、同じくらいの時刻に起きている」児童生徒の各教科の平均正答率は高い。 
 

小学校 

②家庭学習の時間を決めて、毎日の計画的な学習が効果的です。 

③TVやゲーム、スマホ・タブレットの使用について、家庭ルールをつくりましょう。 

中学校 

毎日、同じく
らいの時刻に
寝ている児童
の正答率 
（オレンジ色） 毎日、同じく

らいの時刻に
寝ていない生
徒の正答率
（青色） 寝 て い な い 寝 て い る 

計画を立てている 計画を立てていない 

寝ている 寝ていない 寝ている 寝ていない 

起きている 起きていない 起きている 起きていない 

（％） （％） 

（％） （％） 

各グラフの縦軸（％）は平均正答率の割合
です。 

各グラフの縦軸（％）は平均正答率の割合です。 



  

（％） （％） 

「地域や社会をよくするために、何かしてみたい」と回答した児童生徒の各教科
の平均正答率は高い。 

小学校 中学校 

⑦地域の行事に進んで参加・参画させましょう。 

地域の行事に参加することで、自分たちの地域を知ることができます。地域の課題を考え
たり、子どもたちが主体的に地域をよくするために行動したりすることが大切です。 

（％） 

「読書は好き」と回答した児童生徒の各教科の平均正答率は高い。 

中学校 

④本を読む習慣をつけましょう。 

学校の図書館や市の図書館を利用するなど、本を読む習慣をつけることが学力向
上につながります。興味・関心のある本を探してみてはどうでしょうか。 

（％） （％） 

「先生は、あなたのよいところを認めてくれる」と回答した児童生徒の各教科の
平均正答率は高い。 
 

小学校 中学校 

⑤がんばりを認め、笑顔でほめましょう。 

子どもたちとの対話を通して、ほめたり、認めたりすることで、自己肯定感が
高まります。会話の中からほめたり、認めたりできることをたくさん見つけまし
ょう。 

⑥学校や勉強のこと、仕事や社会の出来事などについて、子どもと話をしましょう。 

小学校 

好き 好きではない 好き 好きではない 

（％） 

認めてくれる 認めてくれていない 認めてくれる 認めてくれていない 

何かしてみたい 何かしてみたいと思わない 何かしてみたい 何かしてみたいと思わない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校国語 

（課題の見られた問題例） 

【課題】 

〇複数の資料（図や記録）を用いて自分の伝

えたい内容を明確にして、それらを関連づ

けながら、目的に応じた文章に書き表すこ

とに課題が見られました。 

必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分

が聞きたいことの中心を捉えることに成果が見られました。 

 

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして、必要な

情報を見付けることに課題が見られました。 

小学校算数 

（課題の見られた問題例） 

【課題】 

〇面積を求めるためには、図形のどこに着目すれ

ばよいか（特に高さ）を判断することに課題が見

られました。また、２つの図形を比較して、面積

が等しくなることを筋道を立てて説明すること

に課題が見られました。 

式を日常生活に関連付けて読み取ることに成果が見られ

ました。 

図形を構成する要素などに着目して、図形の性質や計量

について考察することに課題が見られました。 

【今後の学習の中で】 

☆今回の問題において、もし高さが数値として示されていたなら、計算を基に面積比較をするこ

とで解決することができたと考えられます。図形領域（特に面積）における学習において、面

積を求める力以上に、面積の定義を活用したり、図形の性質を基に複数の図形を考察し、共通

点などを表現したりする力を育成していく学習機会を設定します。 

【今後の学習の中で】 

☆自分の考えが伝わるように書く学習では、伝えたい内容を補う図表やグラフ等を用いるととも

に、資料から分かることを文章で書き表す機会を確保した授業にしていきます。 
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【R５年度全国学力・学習状況調査 
小学校国語より抜粋】 

 
 
 

・図表やグラフなどを用いて、自分の考
えが伝わるように書き表し方を工夫す
る問題。 

【R５年度全国学力・学習状況調査 
小学校算数より抜粋】 

 
高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係
を基に、面積の大小を判断し、その理由を言葉や
数を用いて表現する問題。  



  

中学校数学 

（課題の見られた問題例） 

基礎的・基本的な計算技能について成果が見られまし

た。 

問題解決の過程や結果を振り返って考察することに課題

が見られました。 

【課題】 
〇図形の性質を考察する問題で、事柄が成り立つ理由を説
明することに課題が見られます。 

〇筋道を立てて考えること、与えられた情報と既習の「知
識・技能」を関連づけて思考することに課題が見られま
す。 

【今後の学習の中で】 
☆図形に関する見方・考え方を働かせて、課題解決に向けて
必要な情報を見つけ、既習の「知識・技能」を関連づけな
がら、筋道を立てて、結論を導き出すような学習活動を大
切にした授業づくりを推進します。 

 

中学校国語 

（課題の見られた問題例） 

【課題】 

〇説明の中に、選んだ判じ絵をどのように読み解く

のか示すことに課題が見られました。 

〇図に応じた解読の仕方を、根拠として文章の中に

記述する必要があることを理解することに課題。 

 
【今後の学習の中で】 

☆目的や意図に応じて、自分の考えを明らかにした上

で、根拠をどのように記述すると明確になるのかな

ど、説明の仕方を吟味・工夫する機会を確保します。 

☆他者と交流する等、自分の考えを深めたり、再考し

たりできるような場面設定をします。 

聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の考えをまと

めることに成果が見られました。 

書き手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて文

章を整えることに課題が見られました。 

【問題３四】 

「『判じ絵』の解読の面白さ」に【図３】とし

てもう一つ具体例を示して、解読の仕方を説明

しようとしています。あなたなら、どのように書

きますか。次の〈候補〉の A、Bから一つ選び、

「図３には、」に続けて、【図２】の説明の仕方を

参考にして書きなさい。 

【R５年度全国学力・学習状況調査 
中学校国語より抜粋】 

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを付けた部分
に具体例として示す「判じ絵」を選択し、その解
読の仕方を書く問題。 

【R５年度全国学力・学習状況
調査中学校数学より抜粋】 

ある事柄が成り立つことを構

想に基づいて証明する問題。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

中学校英語 

（課題の見られた問題例） 

日常的な話題について、短い情報を正確に聞き取ること
に成果が見られました。 

日常的な話題に関する文章の概要を捉えたり、社会的な
話題について自分の考えや理由を表現したりすることに
課題が見られました。 

【課題】 
〇文と文との関係を正確に読み取り、短い文章の概要
を捉えることに課題がみられます。 

〇自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報
を読み取ることも必要です。 

〇「読むこと」について、文と文との関係を読み取りな
がら各段落の概要を捉えることや、語と語の関連や代
名詞、接続表現を手掛かりに情報を正確に把握するこ
とが重要です。 

 
 

【今後の学習の中で】以下の３点に留意した授業づくりを推進します。 
☆一文ごとの精読ではなく、段落ごとに内容をつかんで概要を把握していく。 

☆起承転結、主張と具体例などを踏まえ、文の構成をもとに内容をつかむ。 
☆生徒が読みたくなるような課題文を提示する。 

（１）英文中の（ ）に当てはまる語（句）として最も適切なもの

を、下の１から４までの中から１つ選びなさい。    

１ Like this      ２ For example 

３ Then        ４  Second 
        

【R５年度全国学力・学習状況調査 
中学校英語より抜粋】 

日常的な話題について、文と文との関係を正確に読

み取ることができるかどうかをみる問題。 

コラム
次の学習につながる「ふりかえり」が大切です 
学習の見通しを持たせ、自ら課題解決に取り組ませましょう！ 

 

肯定的回答者73.8％（全国平均77.4％） 否定的回答者26.2％ 

児童質問紙の「学習のふりかえり」と「各教科の正答率」との相関をみると、小・中学校の全教
科で肯定的に回答している児童生徒の正答率は、否定的に回答している児童生徒に比べて正答率が
高い傾向にありました。また、肯定的に回答した児童生徒の正答率は、全国平均より高いことがわ
かります。普段の学習（家庭学習等）において、自分の苦手な学習や挑戦したい学習を行うなど、
見通しを持って学習に取り組んだり、「分かったこと」や「分からなかったこと」等を明確にしたふ
りかえりをしたりすることで、次の学習につながるふりかえりとなります。最初は、一緒に計画を
立てたり、ふりかえりをしたりするところから始めてみましょう。計画通りできなくても、できた
ことを認め、次に取り組むことを共有し、子どもの頑張りをほめたり、認めたりすることで自己肯
定感が高まります。 

肯定的回答者 67.0％（全国平均 69.2％） 否定的回答者 32.7％ 


